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１．はじめに 

筆者らはこれまで，足場作業における労働災害防止のた

め，風洞実験により，構造物に併設された足場の風力に及

ぼす幅木の高さの影響について検討してきた 1)など．これ

までは，足場を構造物の風上側に設置した場合について検

討した．これらの結果より，足場を構造物の風上側の隅角

部付近に設置した場合は，足場を構造物の正面に設置した

場合に比べて，構造物の隅角部付近で発生する剥離流の影

響により，足場の風力係数が大きくなること等が分かった．  

その 4 では，風洞実験により，足場を構造物の風下側に

設置した場合の足場の風力に及ぼす影響について検討を

行った．  

２．実験概要 

実験は労働安全衛生総合研究所の閉鎖回流式風洞装置

を用いて行った．風洞装置の全長は 74.9m であり，測定

胴の寸法は幅 2.3m，高さ 2.0m である． 

実験に用いた足場と構造物の模型の寸法と設置状況を

図 1に示す．図中において，足場の枠面方向を X 方向，

交差筋かい面方向を Y 方向，高さ方向を Z 方向として示

した．実験に用いた足場は建設工事で一般的に用いられて

いる枠幅 900mm のわく組足場であり，模型の縮尺は 1/10， 

わく組足場の層スパン数は 3 層 1 スパンである．幅木は足

場の 1～3 層の交差筋かい面（Y-Z 面）の 1 面に設置し，

幅木を設置した面が風下側になるように，交差筋かい面を

風向と直角方向に設置した．足場の風上側に構造物を併設

し，構造物と足場の間隔は 30mm とした． 

足場に作用する風力は，図 2に示すように，風洞床面下

に設置された 6 分力天秤に足場を固定して計測した．風速

は，天井から 550mm の位置に設置したピトー管により計

測し，風速 10m/s の一様流となるように設定した．本実験

におけるレイノルズ数は，建わくの脚柱の直径（4.3mm）

を物体の代表長さとして計算すると，2.89×103となる．こ 
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(a) 足場の枠面 (X－Z 面) 

(b) 交差筋かい面 (Y－Z 面) 

図 1 実験に用いた足場と構造物 
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のレイノルズ数における円柱周りの風の流れは，層流

から乱流への遷移領域になり 2)，実際の建設現場等と

ほぼ同じ風の流れの状態になる． 

実験は，図 1(b)に示す足場の中央と構造物の中央の

間隔 D と幅木の高さをパラメータとして行った．足場

の中央と構造物の中央の間隔 D は 0～960mm とし，幅

木の高さは 0～170mm とした． 

３．実験結果と考察 

実験結果を図 3に示す．図 3の縦軸は足場の風力係

数 C を示し，横軸は幅木の高さ率 τ (＝幅木の高さ／建

わくの高さ) として本論において定義した値を示す．

図中には，足場単体の場合，D=0mm, 120mm, 150mm, 

180mm, 240mm, 330mm の場合の実験結果を示した．な

お，足場の風力係数は，図 1に示す X 方向の値を計算

した． 

図 3より，全ての実験結果において，足場の風力係

数 C と幅木の高さ率 τの関係は，ほぼ比例になった．

足場の中央と構造物の中央の間隔Dが330mmの場合は，

足場単体（構造物なし）の場合と C とτの関係がほぼ

一致した．D の値が小さいほど（足場が構造物の中央

に近づくほど），C とτの関係の傾きが小さくなり，C

の値は小さくなった．D=0～120mm の範囲では，C の

値は 0 以下となっている．D の値が小さいほど， C と

τの関係の傾きが小さくなり，なおかつ C の値が小さ

くなったのは，構造物の影響により，足場に作用する

風力が小さくなったためと考えられる． 

４．まとめ 

本論文では，風洞実験により，幅木を設置した足場

を対象にして，構造物の風下側に併設された足場の風

力について検討した．実験結果より，足場の中央と構造物の中央の間隔 D が，どの値の場合でも，足場の風

力係数 C と幅木の高さ率 τの関係は，ほぼ比例になった．足場の中央と構造物の中央の間隔 D の値が小さい

ほど，C とτの関係の傾きが小さくなり，C の値は小さくなった． 

構造物の風下側に併設された足場に作用する風力は，足場単体に作用する風力よりも小さいので，実際の建

設現場等で足場を設置する場合は，足場単体の場合の足場の風力係数を計算しておけば，安全側の設計になる

と考えられる． 
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図 2 6 分力天秤に設置された足場 

図 3 足場の風力係数 C と 

足場の高さ率τの関係 
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